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表紙の絵
九州大学 PANTA装置に増設された新たなプラズマソースを図に示す．このソースの大きな特徴は，アパーチャー（aperture）によって
プラズマ径を制御できる点にある．アパーチャーを活用することで，プラズマ径を精密に調整でき，最大で従来のソースの 2倍まで拡大
することが可能である．この技術により，非線形的な乱流揺動が関与する熱・粒子輸送の詳細な研究が進み，プラズマ乱流輸送の解明や
新たな制御手法の開発が期待されている．
（文 贊鎬、プラズマ・核融合学会誌 Vol.100-10, 419 (2024)）
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